
令和４年度 名古屋大学 大学院情報学研究科 
 数理情報学専攻 博士前期課程  
オンライン筆記試験 補足事項 

８月５日（木）に実施するオンライン筆記試験に関し、受験票の同封物「令和 4 年度 
数理情報学専攻 8 月入試（博士前期課程）について」（以下，実施要領と言う）および
「令和４年度 名古屋大学 大学院情報学研究科 数理情報学専攻 博士前期課程 オンラ
イン筆記試験・口頭試問 入試連絡票」（以下，入試連絡票と言う）の補足として、以下
の事項を追加します。 
 

(I)  入室限度時刻 
(II)  第２科目の解答開始時刻に関する注意 
(III)  ネットワークトラブル等の不測の事態が発生した場合の対処 
(IV)  解答時間中の受験者への個別連絡 
(V)  緊急連絡先 

 
(I) 入室限度時刻 

オンライン筆記試験を実施要領および入試連絡票で通知の通り、 
８月５日（木） 

Zoom 開場：１１:００～ 
設置準備 ：１１:００～１２:００ 
事前注意 ：１２:００～１２:３０ 
第１科目 ：１２:３０～１４:００ 
答案提出 ：１４:００～１４:１５（※） 
休  憩 ：１４:１５～１４:３０ 
第２科目 ：１４:３０～１６:００ 
答案提出 ：１６:００～１６:１５（※） 
 

のスケジュールで実施します。１２:００から、試験進行の再確認および試験を
受ける上での重要な注意事項を説明します。必ずこの時刻までに監督者からパ
ソコン画面・手元・顔（横顔）の 3 点を同時に確認できる状態にカメラを設置
して Zoom に入室して下さい。カメラの設置または Zoom への入室に遅れた受
験生は、監督者の誘導で別室（ブレイクアウトルーム）に移動し、カメラの設
置を完了させ、別途事前注意を受けることになります。その後、メインルーム
に戻しますが、その時点で解答開始時刻を過ぎている場合でも、解答終了時刻
を変更することはありません。Zoom への入室限度時刻を１２:３０とします。



入室限度時刻までにカメラの設置が終えていないまたは入室していない場合、
第１科目および第２科目ともに受験することができません。入室限度時刻まで
に入室できない、またはできない見込みの場合はただちに緊急連絡先に連絡し
指示を仰ぐこと。 
 

(II) 第２科目の解答開始時刻に関する注意 
第２科目の解答開始時刻に対しても、(I)の入室限度時刻と同等の措置をとりま

す。すなわち、第２科目の解答開始時刻１４:３０に監督者からパソコン画面・

手元・顔（横顔）の3点を同時に確認できない者は、第２科目を受験すること

ができません。 
 
(III) ネットワークトラブル等の不測の事態が発生した場合の対処 

(i)  瞬時に事態が収拾し解答が可能になった場合は、解答の続行を認める。 
(ii)  解答時間中に緊急連絡先に連絡しその指示に従うこと。 

※受験生に過失があり、解答を続行することが不可能な場合は、該当科目

を０点として扱う。 
(iii)  監督者からパソコン画面・手元・顔（横顔）の3点を同時に確認できる状

態が途切れ、解答時間中に緊急連絡先に連絡が無かった場合は、該当科目

を0点として扱う。 
 

(IV) 解答時間中の受験者への個別連絡 
解答時間中に特に連絡を必要とする受験者へは、Zoomのチャットを利用して連

絡する。したがって、随時チャット着信に注意を払うこと。 
 

(V) 緊急連絡先 
090-5617-0248（日本国外から：+81-90-5617-0248） 
          または 
052-789-4766 （日本国外から：+81-52-789-4766） 

 
 
（※）全受験生の解答用紙の枚数確認が終わるまでは、答案提出後もカメラの前で待機

していて下さい。枚数確認が終わり次第、休憩（または試験終了）となります。 


